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1 国語科の目楳とね らい

Q  新学習指導要領では国語の目標はどの

ように示されているか。

国語科の目標は次のとお りである。

国語を適切に表現 し的確に理解する能力を

育成 し、伝え合 う力を高めるとともに、思考

力を伸ばし心情を豊かにし、言語感覚を磨き、

言語文化に対する関心を深め、国語を尊重 し

てその向上を図る態度を育てる。

従前の日標と比較すると、「理解Jと 「表現J

の1慣序が入れ替わり、表現力の育成を重視する

姿勢がうかがえる。また、新 しく 「伝え合 う力

を高めるJが 加わり、言語による相互伝達や相

互理解の能力を高めることが求められている。

「伝え合 う力Jと は、互いの立場や考えを尊重

しながら言語を通して適切に表現したり理解 し

たりする力のことであり、急速に変化していく

これからの社会の中で、異なる考えや立場にあ

る人々の間で理解し合い伝え合 うことができる

よう、是非とも身につけさせなければならない

力である。

また、平成 10年 ,月 に示された教育課程審

議会の答申では、自ら学び自ら考えるなどの「生

きる力」を育成するという改訂の趣旨を踏まえ、

おおむね次の点が改善の基本方針として示され

ている。

言語の教育としての立場を一層重視する。

・互いの立場や考えを尊重 して言葉で伝え

合 う能力を育成することに重点を置く。

・自分の考えをもち論理的に意見を述べる

能力、目的や場面などに応 じて適切に表

現する能力、目的に応 じて的確に読み取

る能力や読書に親 じむ態度を育てること

を重視する。

領域構成を 「話すこと ・聞くこと」、「書

くことJ、「読むことJ及 び言語事項の 3

領域 1事 項 とする。

・指導の充実を図る観点から、言語活動例

を示す。

各領域の指導時間数の目安を示す。

つまり、国語科の学習指導は、言葉による表

現や理解の基本的な能力を身に付けさせ、その

上にたって言葉で伝え合 う力を高めること、そ

して、自ら学び、自ら調べ、考え、話 し合い、

問題を解決 していく能力を育てていくことを目

指しているのである。

2 国語科における改善の内容

Q 高等学校国語科における改善の要点は

何か。

今回の改訂で重要なのは、やや もすれば知識

中心 教師主導型の指導に偏 りがちであつた高

等学校国語科の授業から、生徒が主体的に言語

活動を行い言語能力を伸ばす学習を展開する授

業へ と指導を改善するところにある。

そこで、科 目構成として、適切に表現する能

力、伝え合 う力を高めるために国語表現に関す

る2つ の科目を設け、「国語表現 lJは 選択必

履修科 日とした。
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また、実践的な指導の充実を図ることを目的

に、各科 目ごとに具体的な言語活動例が示され

た。内容を大別すると次のような言語活動であ

る。

・課題に応 じて必要な情報を収集 し、その成

果を基に報告や発表などを行 う言語活動

・文章の理解を深め考えを広めるために、関

連ある文章を読んだり読み比べる言語活動

・題材を選んで考えをまとめ、発表、討論 じ

た り意見を書いたりする言語活動

文章を読んで感 じたことや考えたことを文

章にまとめた り話 し合った りする言語活動

相手や 目的に応 じて話をした り文章を書い

た りする言語活動

表現上の特色や効果について考えたり話 し

合つた りする言語活動

古文や漢文の調子などを味わいながら音読、

朗読、暗唱する言語活動

言語活動例には、情報の読みとりや文章の読

み比べなど、問題解決学習に役立つような生徒

の主体的な読みの学習が示されている。この内

容を踏まえると、国語科においては、表現能力

の育成を重視するとともに、読むことの指導内

容の改善を図ることが重要視 されなければなら

ない。

つまり、書き手の立場に立って的確に読み取

る能力を養い、その確かな読みの力を基盤 とし

て、読み取つた内容について自分の考えをもち、

話 し合つた り意見を書いたりする言語活動学習

の指導が期待 されているのである。

3 授業改善の方向

向に授業改善を図る必要を示 している。

① 生徒の主体的な言語活動が行われる授業を

展開する。

生徒が課題意識をもつて 「話す ・聞く」、「書

くJ、 「読むJ活 動を行 うことで、生徒一人一

人の言語能力が高まる授業を展開する。

そのためには、教師が解説 して進める授業や

いわゆる一問―答式の発間による授業展開な

ど、生徒の主体的な言語活動が行われない授業

になつていないか、 日々の授業を再点検する必

要がある。また、「読むこと」の学習指導にお

いては、本文の内容理解を中心とするいわゆる

内容中心主義にな りがらなので、その授業でど

のような言語活動の力を身につけさせ るのかを

明確にした授業計画を立てなければならない。

② 言語の教育の観点から指導 日標及び学習 目

標を設定する。

言語の教育の観点から指導 目標を設定 し、授

業の中でどのような言語能力を身に付けさせ る

のかを明確にするとともに、生徒にはどのよう

な言語能力を身に付けるための学習であるのか

を具体的に意識化 させた上で授業を展開する。

国語科の授業では、従前から言語の教育が行

われてきたところであり、 1時 間の授業の中で

生徒は 「話す 。聞 くJ、 「書 くJ、 「読むJ活 動

を行つてきたはずである。 しかし、指導の対象

とする言語活動を絞 り込まず、生徒のすべての

言語活動を総花的にとらえ指導を焦点化 しない

ために、生徒に確かな言語能力が身に付かない

で終わつてしまうおそれ もあつた。その点で言

語の教育とい う観点から目標を設定することの

重要性を認識する必要があるのである。

③ 評価規準、評価方法、評価場面を明確に設

定する。

日標に照らして、学習者の実現状況を適切に

評価 し、指導に生かしていくための評価の在 り

方について研究する。

Q 高等学校国語科における授業改善の方

向はどのようなものか。

国語科における改善の内容は、次のような方



Q 目標に準拠 した評価を行 う意義は何

か 。

また、教師による評価 とは別に、学習活動 と

して生徒に自己評価や相互評価をさせ ること

で、課題意識をもつて主体的に学習に取 り組ま

せる態度を養 うことができる。

4 指導と評価について

Q 適切な評価はどのような手順で行えば

よいか。

ア 教科 ・科目の目標と観点別評価の設定

各学校において、自校の学力の実態を把握 し、

学習指導要領に示された教科 ・科 目の目標及び

内容 と、各学校で設定されている教育 目標を踏

まえて目標を設定する。

そ して、その目標の実現状況を評価するため

に日標に準拠 した評価を行 う。 日標は多面的な

側面をもち、どの側面からとらえるかによつて

評価は異なったものになるので、評価の観点を

明確に して具体的な評価活動に入 る必要があ

る。国語科の評価の観点は、「話すこと ・聞 く

こと」、「書 くことJ、 「読むことJの 3領 域の

能力 と 「関心 ・意欲 ・態度」、「知識 ・理解J

の 5つ の観点で構成する。

く評価の観点と趣旨>

学習指導における評価について、平成 12年

12月 の教育課程審議会答申に次のように示さ

れている。

学習の評価は、教育がその目標に照 らして

どのように行われ、児童生徒がその日標の実

現に向けてどのように変容しているかを明ら

かにし、また、どのような点でつまずき、そ

れを改善するためにどのように支援 していけ

ばよいかを明らかにしようとする、いわば教

育改善の方法とも言 うべきもの

この内容はこれまでの評価の位置づけと大き

く変わるものではないが、今回の改訂であらた

めて強調 されているのは、次の理由による。

① 教育課程改訂の方針の 1つ に 「基礎 ・基本

の確実な定着Jめ あ`るが、それを実現させる

ために目標を明確に設定し、それに照らして

生徒の実現状況を評価 し、その評価に基づい

て指導を充実させていくことが求められてい

る。

② 学校が、家庭や地域社会から信頼 されると

ともに相互の信頼関係を築 くために評価に関

する説明責任を果たすことが重要である。

高等学校においては、従来から実施 してきた

日標に準拠 した評価を充実させ、生徒の基礎的

・基本的な学力を確実に身に付けさせ、「生き

る力Jを育むものとしていかなければならない。

観 点 旨趣

関心

意欲

態度

国語や言語文化に対する関心を深め、国語

を車二してその向上を回り、進んで表現 した

り理解 したりするとともに、伝え合おうとす

る。

話す

聞く

能力

自分の考えをまとめたり深めたりして、日

的や場面に応 し、筋道を立てて話 した り的確

に聞き取つたりする。

書 く

能力

自分の考えをまとめたり深めたりして、相

手や目的に応じ、筋道を立てて適切に文章に

,く 。

読む

能力

自分の考えを深めた り発展 させた りしなが

ら、目的に応 じて様々な文章 を的確に読み取

つたり読■に現 しんだ りする。

知識

理解

表現と理解に役立てるための音声、文法、

表記、語旬、語彙、漢字等を理解 し、知識 を

身に付ける。



イ 指導と評価の年間計画の作成

・1つ の単元で指導の対象とする領域は 1領 域

に絞 り、 1年 間を見通 して単元構成に沿つた

指導領域の効果的な配分を行 う。

・「国語総合」は、「話すこと ・聞くことJと

「書 くこと」の配当時間数の 目安が示 され、

「話す こと ・聞 くことJを 主 とする指導には

15単 位時間程度、「書くことJを 主 とする

指導には 30単 位時間程度を配当するものと

しているので、それに基づいて計画を作成す

ることにも留意 しなければならない。

ウ 単元における目標 と評価規準の設定

・各単元においては、 1単 元 1領 域の指導を基

本 とする。他の領域とも関連させた学習を展

開することは大切であるが、指導の対象とす

る領域は 1つ に絞る。

・教科 ・科 目の目標を踏まえて、単元の目標を

設定す る。単元の 目標は、「指導の対象 とす

る領域の力」と 「関′さ・意欲 ・態度Jと 「知

識 ・理解Jの 3観 点について設定する。

・目標に即 して、その実現状況を客観的に判断

するための拠 り所 として評価規準を設定す

る。評価規準が示す学習状況は、日標に照ら

して 「おおむね満足できると判断されるJ状

況であり、具体的な生徒の姿として設定する

ことが肝要である。

工 各時間の指導と評価

各時間における評価は、生徒一人 1人 につい

て、評価規準に基づいて行 う。評価規準が示

す状況を実現 していれば fおおむね満足でき

ると判断 されるJ状 況 (B)で あり、実現 し

ていなければ、「努力を要すると判断されるJ

状況 (C)で あると評価する。

さらに、「おおむね満足できると判断される」

状況 (B)に ついて、質的な高まりや深まり

をもつていると判断 されるとき、「十分満足

できると判断 されるJ状 況 (A)と い う評価

になる。

・今回の教育課程改訂の方針である 「基礎 基

本の確実な定着を図るJこ とを踏まえると、

評価は、行つたらそれで終わ りとい うもので

あつてはならない。特に 「努力を要すると判

断される」状況 (C)と 評価 した生徒に対す

る手だてが具体的に講 じられなければならな

い。そのためには、「努力を要すると判断 さ

れるJ具 体的な状況を予め想定 し、授業の中

で適切な助言が行えるよう準備 してお く必要

がある。

・各時間における評価は、学習 目標に照らして、

3つ の観点 (「指導の対象 とする 1つ の領域

の力Jと 「関心 ・意欲 ・態度」と 「知識 ・理

解」)の うち対象 となる観点から行 う。

各時間の学習指導を行 うときには、 日標の実

現状況を効果的に評価するための評価方法を

検討 し、各時間の学習指導の中で効果的に評

価できる場面を具体的に設定 しておかなけれ

ばならない。

・観点別に実施 した評価は、単元ごとに総括 し

ておくことが望ましい。

オ 評価から評定への総括方法の確立

・単元ごとに実施 した評価を評定に総括する方

法を確立 しておかなければならない。

・従前の 「知識 ・理解」に偏 りがちであつた評

価から観点別の評価へ と転換 した以上、定期

考査や小テス トを中心とした.T定ではなく、

評価規準に基づいて授業で実施 した評価を.T

定に総括する方法を定める必要がある。

・評価内容と評価方法については、生徒や保護

者に明示できる状態を確立しておかなければ

ならない。

Q 指導 と評価の一体化 とはどのような考

え方か。



'指
導 と評価の一体化」について、平成 12

年 12月に示された教育課程審議会答申には

指導と評価とは別物ではなく、評価の結果

によつて後の指導を改善し、さらに新 しい指

導の成果を再度評価するという、指導に生か

す評価を充実させることが重要である。

と述ぺられている。これは、日標に準拠 した評

価により基礎 ・基本の確実な定着を意図した指

導においては、重要な点である。

生徒を数量的に評価したり相対的に評価する

のとは違い、生徒一人 1人 に基礎 ・基本を確実

に身につけさせることができたかどうかを見と

どけることが大切であり、評価により基礎 ・基

本の定着度を測 り、その結果に応 じて授業の中

で指導内容や方法を変更し、生徒一人 1人 に対

して指導 ・助言を行つたり、次時以降の学習指

導の在 り方を検討することが求められるのであ

る。



く単元ごとの指導と評価の計画例 現代文>

O単 元の指導8f画

く準備する学習プリン ト>

① 本文作業プリント(上段に本文を配し、下段に生徒が読み取つたことを書き込めるようにしてあるもの)

② 自己絆価プリント(初読の感想、グループ討機 読後の感想 読み深まりの自己評価)

単元名 詩を続む

単元の

目根

人物の0情 を想像力を働かせながら読もうとする態度を身に付ける。(関心 意欲 態度〉

『永鋏の朝』について、人物.情 景 心情などを的確にとらえ、表現を味わう。(読むこと)

語旬の意味、用法を的確に理解し、語彙を里力Чこするとともに、文体や修辞などの表現上の特色をとらえ

る。(知識 理解)

評価規

準の例

く関心 意欲 態度>

rゎたくしJゃ「ぃもうとJの

心情や情景を想像力を働か

せながら読み深めようとし

ている。

く続む能力>

『永鋏の朝』を読んで、rゎたくしJの心

情の推移や「いもうとJとの関係、舞台と

なる情景と「わたくしJの心情との関わり

を的確にとらえている。

く知識 理解>

方古やローマ宇表記などといつ

た表現上の特色について理解 し

ている。

0時 間ごとの指導と評価の計画
主な学習内容 =な 学習活動 【評価の観点】 評価の方法 指導

第

１

時

間

目

0時 の内容を大まかに

つかむ。

0詩 に描かれた情景を

理解する。

0「わたくし」の行動と

心情を理解する。

詩の情■や「わたくしJの心情に対する自分の感想を持つ。

【開】

特に描かれた情景と「いもうとJの様子を的確に読みとり、
「わたくし,の心情との関わりを理解する。【議】
「いもうとJが組んだ「あめゆきJを取りに行く「わたくしJ

の心情を読み取る。【読】

柏象的なお旬の意味を明ら力Чこし、内容の理解を深める。

【知】

観察

机間指導
(発表、学習プリント①ヘ

の記述)

第

２

時

間

目

0「わたくしJの「いもう

と」に対する心情を理

解する。

0「わたくしJの心情の

推移を理解する。

「いもうとJに対する「わたくしJの心情その推移を、情景

も関連させながら読み取る。【読】

詩の中で使われている方=や ローマ宇表記の効果につい

て理解する。【知】

グループで話し合い、他の生徒の読みと比較することで

自分の読みを深める。【関】

観察

机間指導
(発表、話し合い、学習プ

リント①、②へのIE述)

第

３

時

間

目

。rゎたくしJの悲しみ

が祈リヘと昇率して

いく過程を理解する。

0こ の持に表れたrゎた

くしJO生 き方を理解

する。

悲しみの中で「わたくしJの思いがどのように変化してい

つたかを読み取る。【競】

授案を通して自分の感想がどのように変容したかを確認

する。【BI】

観察

机間指導

提出物の点検
(発表、学習プリント①、

②への記述)



O学 習指導案例
科  目 現代文

本時の位置 第 2時 間日 (全3時 間)

本時の

日 標

ア 「いもうとJこ対する「わたくし」の心情とその推移を、情景も関連させながら続み取る。【読】

イ 時の中で使われている方言やローマ宇表記の効果について理解する。【知】

ウ グループで話し合い、他の生徒の読みと比較することで自分の読みを深める。【関】

学 習 内 容 動活習学 指導上の留意点 観点男1評価

導

　

入

前時学習内容の確2

本時の目標の確認

本文書読

前時の学習の確認をする。

本時の学習目採を確認する。

課題をもつて本文を音読する。

本時は 人物の心情を読み取る力を身に,

ける学習を行うことを確認させる。

課題①を示し それについて考えながら護

むよう助=す る.

展

開

く 読み取る内容 1 >

rいもうとJのことばにより「わたくしJの 暗く沈んだ心が強い決意へ変わつていく心の動きを読み取る。

くグループでの話し合い>

目

'ア

に対する諄価規準と辞●方法

く評価規準>iわ たくしJの心に変

`ヒ

が起

こつたわけと心情の奎化を it もヽうと」

のことばや 「あめゆき」の表場の変化

から饉み取つている。

く評価方法>記 述 発舌の観察

く状況「CJの生徒への手だて>

「いもうとJが『あめゆきJを輌んだわけ

を考えるよう助言する。

「あめゆきJを表すことばがどのように

壼わつているかに注目させる。

読みとった内容を発表する。他の生徒の発表を聞

き、自分の読みと比較し読み深める。

く 読み取る内容 2>

かけがえのない存在である「いもうとJを失う「わたくし,の深い悲しみを読み取る。

本文のことばを手がかりに話 し合いを

進めるよう助言する。

(読み深めが足りない部分があれば、発間に対す

目揉ア イに対する評価規事と評価方法

く評●規準>「わたくしJの「t もヽうとJベ

の,0■を他の表現と関連づけたり続み

比べたりして読み取つている。

く評価方法>籠 し合い 発表の観察

く状況iCJの生徒への手たて>

「いもうと』との関係がわかる表理を抜

き出すよう助言する.

「陶椀Jから二人のど0よ うな様子がわ

かるか考えるよう助言する。

「おら おらで ,と いう平便名表記と簾

み比べるよう助音する.
「わかれてしまう1を幌 んでしまうJ「行

つてしまうJと 読み比べるよう助=す

る.

ま

と

め

自分の読みとりの自

己評価

次時の学習の確認

話し合いにより自分の考えがどのように交4じした
かを学習プリント②に書き込む。
次時に学習する内容を確露する。

目標ウに対する評価規事と評価方法

く評価規準>話 し合いに積極的に

'加

し

自分の続みを深めようとしている.

く評価方注>記 述 提出物の観察

く状況fOJの 生掟への手たて>

ひとり議みの作業と都合い時の様子を

評価しプリントにコメント


